大阪大学低温センターだより No.101 裏表紙 by unknown
Osaka University
Title大阪大学低温センターだより No.101 裏表紙
Author(s)
Citation大阪大学低温センターだより. 101
Issue Date1998-01
Text Versionpublisher
URL http://hdl.handle.net/11094/22257
DOI
Rights
保 安 組 織 表
低温セソターで寒剤液化 ・供給業務を行なっていくにあたっては、高圧ガス保安法により、
以下の保安管理のための組織を設けることが義務づけられています。
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〈編 集 後 記〉
年が改 まり新鮮 な気分で低温 セソター便 りの101号をお届け します。
しか しながら昨年は本当にびっくりするようなニュースが続 きま した。金融機関の廃業や少
年 によるショッキソグな殺人といった望 ましくない"ま さか"の 多い年でありました。
これに対 して,自 然科学の世界は好む と好 まざるとに関わ らずsenseofwonder,楽しい
"まさか"
,の世界です。不可能 と思われていた ことを可能 とした り,常 識を覆す新 しい現象を
見いだ した りと"ま さか"の 興奮が本質的な魅力で もあ ります。物理の歴史に限って も、20
世紀は古典力学 から量子力学への飛躍 に始 まる、まさにス リリソグな"ま さか"の 連続 の100
年であった とも言えるで しょう。後、僅か2年 後に始まる21世紀には どの様な"ま さか"が
我々を興奮 させて くれ るので しょうか。
これまでの100号で、低温 センター便 りは阪大 を起源 とする新鮮で楽 しい様 々な"ま さか"
を提供 し続けて くれました。本号で も、イオソ トラップとしての液体ヘ リウム利用、赤外域で
の近接場分光、有機EL素 子と幅広 く興味深 い力作を掲載することがで きました。新米編集委
員 としては、 これ まで同様、科学 の楽 しさをお届 けで きたのではと思 い、ホッと胸 をなでおろ
してお ります。21世紀に繋がる次なる100号を 目指 し、今新 たな第一歩 を踏み出 した低温セン
ター便 りですが、引き続 き皆様に素敵 な"ま さか"の 感覚 をお届け出来 るよう、微弱ながら頑
張 りたいと思ってお ります。
(藤井 研一)
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